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厚
労
省
へ
の
要
請
は
大
臣
官

房
審
議
官
室
で
行
わ
れ
、
村
山

総
括
審
議
官
に
対
応
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

人
見
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

い
て
、
早
川
副
事
務
局
長
が
「
今

回
は
当
面
の
重
点
項
目
と
し
て
、

①
基
礎
年
金
の
納
付
期
間
を
延

長
し
、
そ
の
際
に
も
国
庫
負
担

二
分
の
一
を
堅
持
す
る
こ
と
、

②
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
信

頼
性
の
確
保
、
③
介
護
労
働
者

の
処
遇
改
善
、
の
３
点
に
つ
い

て
要
請
し
た
い
」
と
要
請
の
主

旨
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
村
山
総
括
審

議
官
か
ら
は
概
略
次
の
よ
う
な

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

拠
出
期
間
を
５
年
延
長
す
る

と
年
金
額
は
６
～
７
％
改
善 

 

公
的
年
金
制
度
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
４
年
の
消
費
税
率
８
％

引
上
げ
、
17
年
の
保
険
料
引
上

げ
終
了
で
国
庫
負
担
二
分
の
一

が
確
立
し
、
財
政
フ
レ
ー
ム
に

は
一
定
の
け
り
が
つ
き
ま
し
た
。 

ご
要
請
の
主
旨
に
つ
い
て
は

問
題
意
識
と
し
て
共
有
し
て
い

ま
す
。
19
年
の
財
政
計
算
オ
プ

シ
ョ
ン
試
算
に
よ
れ
ば
、
拠
出

期
間
を
５
年
間
延
長
し
た
場
合
、

年
金
額
は
６
～
７
％
改
善
さ
れ

ま
す
が
、
こ
の
場
合
、
期
間
延

長
分
の
国
庫
負
担
の
安
定
財
源
、

１
兆
２
千
億
円
の
確
保
に
つ
い

て
、
国
民
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
24
年
の

財
政
検
証
に
向
け
、
引
き
続
き

検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

介
護
分
野
の
特
性
も
踏
ま
え

処
遇
改
善
に
取
り
組
み
た
い 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
に
つ
い
て
は

重
大
な
事
案
が
起
き
ま
し
た
。

事
業
者
の
法
令
順
守
体
制
の
確

立
、
都
道
府
県
の
監
督
体
制
の

強
化
な
ど
を
進
め
ま
す
。 

 

介
護
職
員
の
処
遇
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
ま
だ
収
入
が
低
い
実

情
が
あ
り
ま
す
。 

賃
金
は
労
使
交
渉
の
結
果
で

す
が
、
こ
の
分
野
に
は
法
定
価

格
と
い
う
特
性
も
あ
り
ま
す
の

で
、
２
月
か
ら
、
介
護
職
員
の

収
入
を
３
％
、
９
千
円
程
度
引

き
上
げ
る
た
め
の
措
置
を
実
施

し
ま
し
た
。
10
月
以
降
は
臨
時

報
酬
改
定
を
し
て
、
同
様
の
措

置
を
継
続
し
ま
す
。
処
遇
改
善

に
は
こ
れ
以
降
も
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 
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退職者連合 当面の日程 

 2月 24日（木）  

 ジェンダー平等委員会（14：00）   

 3月 7日（月）  

  ジェンダー平等学習会（13:30） 

  WEBを併用して開催 

 3月 23日（水） 

 政策委員会（10：00） 

 三役会  （11：00） 

 幹事会  （13：30） 

 4月 13日（水） 

 三役会・ 

30周年実行委員会（11：00） 

 組織委員会（12：00） 

 ジェンダー平等委員会（13：30） 

 

２
月
14
、
15
日
の
両
日
、
退
職
者
連
合
は
、
厚
生
労
働
省
、
立
憲
民
主
党
、

国
民
民
主
党
に
対
し
て
通
常
国
会
に
向
け
た
要
請
を
実
施
。
退
連
か
ら
は
人

見
会
長
、
北
村
副
会
長
、
川
端
常
任
幹
事
ほ
か
事
務
局
が
参
加
し
ま
し
た
。

な
お
、
社
民
党
へ
の
要
請
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
福
島
党
首
が
新
型

コ
ロ
ナ
に
感
染
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
延
期
と
な
り
ま
し
た
。 

通
常
国
会
に
向
け 

厚
労
省
・各
政
党
へ
要
請 

 

厚労省、村山総括審議官（左）に要請書を手交する人見会長 

中央から右に北村副会長 早川副事務局長 川端常任幹事 

2/15 

（火） 

厚
労
省 
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２
月
15
日
、
立
憲
民
主
党
へ

の
要
請
に
は
、
泉
代
表
、
小
宮

山
企
業
・
団
体
交
流
委
員
長
ほ

か
国
会
議
員
10
人
に
ご
出
席
い

た
だ
き
、
他
の
議
員
に
も
ラ
イ

ブ
発
信
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

泉
代
表
か
ら
は
、「
国
会
で
は
、

昨
年
を
上
回
る
質
疑
時
間
を
か

け
て
精
力
的
に
議
論
を
行
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ

い
た
要
望
も
、
ひ
と
つ
で
も
多

く
実
現
で
き
る
よ
う
議
論
に
反

映
さ
せ
て
い
き
ま
す
」
と
ご
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

人
見
会
長
は
「
退
連
は
年
金
、

医
療
介
護
、
子
育
て
も
含
め
て

社
会
保
障
の
充
実
を
求
め
て
い

ま
す
。
立
憲
民
主
党
が
さ
ら
に

大
き
く
な
っ
て
力
を
伸
ば
し
、

国
民
の
声
を
政
治
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
挨
拶
。
そ
の
後
早
川
副
事
務

局
長
か
ら
要
請
内
容
の
説
明
を

行
い
、
川
端
常
任
幹
事
か
ら
は

こ
の
間
の
補
正
予
算
・
予
備
費

の
財
政
規
律
上
の
問
題
点
を
、

野
田
事
務
局
長
か
ら
は
、
日
本

の
「
生
涯
現
役
」
の
内
実
を
指

摘
し
ま
し
た
。 

 
そ
の
後
、
予
算
編
成
の
あ
り

方
や
デ
ジ
タ
ル
庁
問
題
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
な
ど
に
つ
い
て
率

直
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

 

２
月
14
日
、
衆
院
第
一
議
員

会
館
に
お
い
て
国
民
民
主
党
へ

要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

人
見
会
長
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
、
国
民
の
命
と
暮
ら
し

を
守
る
国
会
審
議
を
進
め
て
ほ

し
い
」
と
挨
拶
。
玉
木
代
表
は

「
こ
の
国
会
は
『
賃
上
げ
国
会
』

に
し
よ
う
と
言
っ
て
い
ま
す
。

年
金
に
つ
い
て
も
、
基
礎
年
金

の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
是

非
な
ど
、
抜
本
的
な
見
直
し
が

必
要
だ
と
も
感
じ
て
い
ま
す
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

 

要
請
内
容
の
説
明
に
続
い
て

意
見
交
換
を
行
い
、
野
田
事
務

局
長
は
「
高
齢
女
性
の
投
票
率

が
低
い
。
政
治
参
加
で
き
る
環

境
を
」
と
要
請
。
ま
た
、
早
川

副
事
務
局
長
か
ら
は
雇
用
延
長

の
問
題
点
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。
国
民
民
主
党
か
ら
は
、

「
配
偶
者
控
除
制
度
」「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
」
の
是
非
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
、
北
村
副
会
長
が
「
税

制
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
足
か

せ
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
」
旨

回
答
。
川
端
常
任
幹
事
は
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
諸
刃
だ
が

現
状
は
個
人
情
報
保
護
、
地
方

自
治
の
観
点
か
ら
問
題
が
多
す

ぎ
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

              

2/14 

(月) 

国
民
民
主
党 

玉木代表に要請書を手交する人見会長 

玉木代表の右側は国民民主党国会議員の皆さん 

 エイジレス・ライフ   

「実践事例 ＆ 社会参加活動事例」募集！ 
2022 年度の「エイジレス・ライフ」（内閣府主催）の募集が始まりました。これは、『高齢者が年齢にと

らわれず自らの責任と能力において自由で生き生きとした生活を送ること（＝エイジレス・ライフ）」の実践

事例を広く募集し、全国に紹介する事業です。 

 過去には、食事をとれない母子家庭や外国人労働者を対象に食糧支援を行うグループ、高齢者施設で演奏や

手品などを披露するグループ等が紹介されています。 

皆様の周りで、このような活動をしている個人やグループをご紹介ください。自薦、他薦は問いません。退

職者連合として内閣府に推薦申請します。 

選考委員会の審議により「エイジレス・ライフ実践事例」に採用されると、内閣府による記者発表、ホーム

ページでの紹介、また、退職者連合「2022全国高齢者集会」での表章などを通し、全国へ紹介いたします。

詳細は退職者連合までお問い合わせください。    （℡ 03-5295-0507  担当 大内） 

★退職者連合の募集締め切り   2月 25日（金） 

2/15 

(火) 

立
憲
民
主
党 

泉代表、小宮山企業・団体交流委員長に要請書を手交 


